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△▼△  ◆青い銀杏の会 メールマガジン◆ 
▼△━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ http://www.osaka-u.com/ 
△ 
  会員様同士の活発な情報交換のために、月に１回お届けしております。 
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
 
 【１】青銀会リレーエッセイ    寄稿：岩谷 邦夫 
 
********************************************************************** 
 
 最近は政治も経済も景気の悪い話ばかりが目立ちますが、中でも新興市場の 
景気の悪さは計り知れません。おまけに市場を守る立場の証券会社の不祥事が 
こう続けば何をかいわんやですね。 
 
 そんな中でも頑張っているバイオベンチャーは何社かあり死の谷を越えるの 
ももう一歩と言う状況かと思います。このようなバイオベンチャーの社長さん 
達との付き合いがあちこちでありますが一歩抜き出ている会社にはひとつの 
特徴があるように思います。 
 
 キーワードは「海外展開」ですね。 
 
 社長或はスタッフの何人かは海外での仕事の経験がある、或は住んだことが 
ある、そして自ら通訳を介さずにコミュニケーションできる、といったことが 
仕事の対象を国内に限定せずに海外にも広く求めている事で発展の可能性が 
ぐんと広がるのだと思います。以前何かの機会にしゃべりましたが、ある調査 
によれば『ベンチャーに関わることに対する日本人の認識は主要先進諸国に比べ 
あまりにも否定的であり日本の社会そのものがベンチャーを育てられない様な 
空気をかもし出している』との事でした。 
 
 本当に日本の小さなバイオベンチャーがまともな事を話して真面目に反応し 
てくれるのは海外の企業のほうが多いのが実情です。国の審査も新しいことに 
はどちらかと言えば消極的ですね。創薬が実現するには時間がかかるのに日本 
の投資家は概して短期的なリターンを期待していますしね。そんな中でバイオ 
ベンチャーに関わっている皆さんには本当に頑張って頂きたいと思います。 
 
 バイオに国境はありません。くじけず一社また一社と着実に水面上に浮かび 
上がり、次世代の産業はバイオだと言うことを示して日本を変えていく力にな 
ろうではありませんか。 
 
クリングルファーマ株式会社 
代表取締役社長 
岩谷邦夫 
 
********************************************************************** 
 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
 
 【２】ＶＢ訪問記   produced by 学生部会Ａｚ 
     
♪♪♪━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
 
  今年度一年間を充実したものにしたいと考え、大学発ベンチャーへのイン 
 ターンシップに参加することにしました。お世話になることになったのは 
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 株式会社iCATです。今回の訪問記では、iCATの事業内容ではなく、インター
 ンをすることになった私がiCATで感じた"何か"をお届けします。 
  
  iCATに伺ったのは4月の末。南方(みなみかた)から歩いて5分程度の場所 
にあるオフィスに初めて足を運びました。今回私たちを対応してくださったの 
は、代表取締役社長の西願様と営業部マネージャーの大枝様でした。 
  
  今回のインターン業務は、私たちが受け身となることなく、積極的に内容 
 も考えられるようにと、言う計らいをしていただきました。私は営業のデー 
 タベース作成、ほかの仲間は従来より興味を抱いていた営業と、内容として 
 は重要度も高いものでした。 
   
  私自身休みを利用して大企業のいくつかのインターンシップに参加しまし 
 たが、やはり、今回のインターンシップと大企業のインターンシップでの違 
 うところはこの私たちの仕事がリアルに仕事に反映されること！これだと思 
 いました。 
 
  今リアルに何をしているのか、これからどのような戦略を立てるのかなど 
 を垣間見ることができ、また私たちの仕事が今後のサービスや製品に大きく 
 影響を与える可能性があること。これはベンチャーでしか味わえない面白さ 
 だと感じています。 
  
  また、それ以上に感じたことは社員の方の元気さと活き活きとした雰囲気。 
 平日は通常の業務、土日は営業と仕事が多い毎日のようですが、驚くほど仕 
 事や会社への愛を感じました。大きな企業の一部ではなく、企業の幹となっ 
 ている皆さんの姿がうらやましく感じました。 
 
  私自身来年度より就職する身ですが、自分が活き活きと仕事に取り組むこ 
 とができるのだろうか、と感じる一方でこの一年iCATの皆さんと仕事ができ 
 る喜びを感じました！一年どうぞよろしくお願いいたします。 
 
 
♪♪♪━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
 
 【３】 第７回大会・総会・懇親会のご案内とプログラム 
 
▼△▼△━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
 
 以下のように第７回大会(参加無料)・総会・懇親会（参加費3000円）を開催します。 
 ご多用中とは存じますが、万障お繰り合わせのうえ、ご来駕、お待ち申し上げます。 
 
 日時：平成２０年６月２０日(金) １４：００～１９：３０ 
 場所：大阪大学 吹田キャンパス内 銀杏会館 （阪急電車・三和銀行ホール） 
 内容：大会 ～大学発ベンチャーの海外展開～、第3回定時総会、懇親会 
 
 【プログラム】 
 
 14:00 開会挨拶 
        特定非営利活動法人青い銀杏の会 理事長  森下 竜一 
 
 14:05 特別講演  
        カルナバイオサイエンス株式会社 代表取締役社長 吉野 公一郎 氏 
 
 14:45 パネルディスカッション 
    「大学発ベンチャーの海外展開」 
    〈パネリスト〉 
        文部科学省 研究振興局 研究環境・産業連携課長 田口 康 氏 
        経済産業局 製造産業局 生物化学産業課長    倉田 健児 氏 
        株式会社エムズサイエンス  代表取締役社長    嶋内 明彦 氏 
        株式会社ジーンデザイン  代表取締役       湯山 和彦 氏 
    〈ファシリテータ〉 
        特定非営利活動法人青い銀杏の会 理事長     森下 竜一 
 
 16:35 会員活動報告 
    (1) 株式会社創晶 http://www.so-sho.jp/ 
    (2) 株式会社ニューラルイメージ http://www.neuralimage.co.jp/ 
    (3) 株式会社アイキャット http://www.icatcorp.jp/ 
    (4) 株式会社セキュアウェア http://www.secure-ware.com/ 
    (5) 骨関連手術支援システムプロジェクト http://www.dr-murase.net/ 
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       (大阪大学大学院 医学系研究科 起業前プロジェクト)
                 
 17:35 第3回定時総会 
 
 18:00 懇親会 レストラン・ミネルバ（銀杏会館 ２Ｆ） 
 
 (登壇者は変更になる場合もありますので、ご了承ください) 
 
 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
 
 【４】イベント・セミナー・助成金等のお知らせ 
 
▼△▼△━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
 
 ＜池銀＞"ニュービジネス"助成金の公募について 
 
 新規性・独創性のあるビジネスプランを有する企業、 起業家の 
 発掘・育成を支援します。 
 （12プランを目途に、総額1,000万円程度を支給） 
 
  ＜池銀＞地域起こし大 賞  300万円 
  ＜池銀＞地域起こし優秀賞  100万円 
  ＜池銀＞地域起こし奨励賞   50万円 
 
 ■公募期間：2008年5月9日(金)～7月7日(月) 
 ■詳  細：http://www.ikedabank.co.jp/news08/news0501_02obo.html 
■問い合わせ： 
   株式会社池田銀行 CS本部内 “地域起こし”事務局 
   〒530-0013  
   大阪市北区茶屋町18-14 
   TEL：06-6375-3793（受付時間：平日午前9時～午後5時） 
 
▼△▼△━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
 
 独創的シーズ展開事業「委託開発」課題 の公募について 
 
  「委託開発」は大学等の研究成果で、特に開発リスクの高いものについて 
 企業に開発費を支出して、実用化を支援します。 
 
■公募期間：第一回 2008年3月17日(月)～6月10日(火) 
       第二回 2008年6月11日(水)～8月20日(木) 
 
■詳  細： 
   http://www.jst.go.jp/itaku/ 
 
■問い合わせ： 
科学技術振興機構 開発部 開発計画課 
TEL: 03-5214-8994 FAX: 03-5214-8999 
E-mail: project@jst.go.jp  
 
▼△▼△━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
 
  独創的シーズ展開事業「革新的ベンチャー活用開発」 
 『一般プログラム・創薬イノベーションプログラム』課題公募中！ 
 
 ○一般プログラム 
 研究開発型ベンチャー企業（設立登記後10年以内かつ資本金10億円以下の 
 非上場企業）が行う大学等の研究開発成果の実用化を支援します。 
 
  開発期間・開発費：2～5年×2000万～5000万円/年 
 
 ○創薬イノベーションプログラム 
 創薬企業(資本金300億円以下)による医薬品の臨床開発を支援します。 
 
  開発期間・開発費：最長5年×1億～2億円/年 
 
 ■公募期間：2008年3月17日(月)～6月10日(火) 
 ■詳  細：http://www.jst.go.jp/kaku-ven/ 
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■問い合わせ： 
  科学技術振興機構 開発部 開発計画課 
   TEL: 03-5214-8994 FAX: 03-5214-8999 
   E-mail: kaku-ven@jst.go.jp  
 
▼△▼△━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
 
平成20年度「中小企業・ベンチャー挑戦支援事業のうち事業化支援事業」 
 の公募について 
 
 ■公募期間：2008年05月07日（水）～2008年06月06日（金） 
 ■詳  細：http://www.smrj.go.jp/venture/grant/034421.html 
■問い合わせ： 
中小企業基盤整備機構 新事業支援部 資金助成室 
   〒105-8453 東京都港区虎ノ門3－5－1 虎ノ門37森ビル 
   Tel: 03－5470－1539 
 
▼△▼△━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
 
 「中小企業総合展２００８ ｉｎ Ｋａｎｓａｉ」の開催について 
 
日本最大級のビジネスマッチングイベントとして、経営革新などに取り組ん 
でいる中小企業約２７０社の成果を一堂に集めてご紹介します。経営者など 
によるセミナーやパネルディスカッション、出展者によるデモンストレーシ 
ョン、無料経営相談コーナーなど様々な企画をご用意して、ビジネスマッチ 
ングを求めている方々のご来場をお持ちしています。 
 
■入場料：無料 
  ■開催場所：インテックス大阪 6号館Aゾーン 
■詳  細：http://sougouten.smrj.go.jp/ 
■問い合わせ： 
   中小企業総合展事務局 
    TEL：０３－３５２４－４６６８ 
 
▼△▼△━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
  
若手研究グラント「平成20年度第2回研究成果報告会」の開催 
  
  産業技術研究助成事業（若手研究グラント）は、大学・研究機関等 
 の若手研究者が取り組む産業応用を意図した研究開発を助成する 
 ことにより、産業界及び社会のニーズに応える技術シーズの発掘等 
 を行う事業です。 
 
 ■公募期間：2008年5月27日（火） 9時30分～16時45分 
          5月28日（水）10時00分～16時45分 
 ■開催場所：川崎日航ホテル 
 ■詳  細： 
   https://app3.infoc.nedo.go.jp/informations/koubo/events/CA/nedo 
   eventpage.2008-04-07.7484637881/ 
 
▼△▼△━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
  
 『つなぐしくみ 新技術説明会』 開催！！ 
～ 実用化を目指す情報・製造・バイオ・ライフサイエンス技術 ～ 
  
  科学技術振興機構（JST）は研究成果の社会還元を促進するため、JSTの目 
 利きが厳選した実用化を目指すＩＴ・製造技術・バイオ・ライフサイエンス 
 分野による新技術説明会を開催いたします。 
 
 ■日  程：2008年5月23日（金） 10時30分～17時00分 
 ■参加費 ：無料 
 ■開催場所：科学技術振興機構 ＪＳＴホール（東京・市ヶ谷） 
 ■詳  細： http://jstshingi.jp/jst/tsunagu/ 
 
▼△▼△━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
 
「第７回産学官連携推進会議」開催のご案内 
 
本会議は、産学官連携の強力な推進による科学技術創造立国の実現に向け 
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 て、産学官連携の推進を担う第一線のリーダーや実務者・専門家等が一堂に
 会し、具体的に課題について研究協議、情報交換、対話・交流・展示等を行 
 うものです。 
  
 ■日  程：2008年6月14日（土） 8時30分～20時00分 
 ■参加費 ：無料（交流会に参加される方は6,000円） 
 ■開催場所：国立京都国際会館 
 ■詳  細：http://www.congre.co.jp/sangakukan/program.html 
■お申込み : 
（申込み締切日は5月16日（金）です。） 
      http://www.congre.co.jp/sangakukan/regist.html 
 
 
▼△▼△━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
 
 【５】編集部からのお知らせ 
 
★☆★☆━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
 
  青い銀杏の会メールマガジン編集部では、会員企業様からのお知らせや 
 特別賛助会員様、賛助会員様よりメッセージ、勉強会お知らせ等をお待ち 
 しております。 
  会員同士の活発な情報交換のために、宜しくお願いいたします。 
 
  メールマガジン連絡先：mailmz@osaka-u.com 
 
  
★☆★☆━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
 
 
:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:- 
 
 【６】編集後記 
 
  第13回青銀会メールマガジン最後までお読み頂きありがとうございました。 
 今年度は学生最後の一年なので、産学連携に関する活動から、ボランティア、 
 研究、英語などやりたいことがたくさんあります。 
 誰にも負けない充実した一年となりますよう、全力疾走して行きたいと思い 
 ます。どうぞよろしくお願いいたします。 
                           （文責 川上） 
:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:- 
 
 □ 発行責任者：青い銀杏の会 http://www.osaka-u.com/ 
 ■ 編集：青い銀杏の会 学生部会Az http://www.osaka-u.com/gakusei-az/ 
 □ メールマガジン連絡先：mailmz@osaka-u.com 
 ■ このメールマガジンの、お知り合いへの紹介や転送は自由です。 
 □ Copyright (c) 2007 青い銀杏の会. All rights reserved. 
 
:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:- 
 
 
---------------------  ≡☆  ----- 
 
NPO法人 青い銀杏の会 事務局 
 
（連絡先） 
〒565-0871 吹田市山田丘2-1 
国立大学法人大阪大学 
先端科学イノベーションセンター A-307 
http://www.osaka-u.com/ 
TEL：06-6816-9327 FAX：06-6816-9326 
E-mail：info@osaka-u.com 
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